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1.業務の状況

平成26年度から開始した水道一元化事業により、有収水量は増加となつたが、

近年は人口減少の流れと節水型機器の普及、家庭や企業において節水意識が

高まつたこと等により減少傾向である。        、

項  目 単位 令和元年度 平成30年度 増減 伸率(%) 備考

行政区域内人口 人 51,910 52,525 △ 615 △ 1.2

年度末給水人口 人 49,717 50,298 △ 581 △ 1.2

普及率 % 95,8 95.8 0.0

年間総配水量
3

m 5,6oO,990 5,667,618 △ 17,528 △ 0.3

年間有収水量 m
3 5,019,008 5,022,772 △ 3,764 △ 0.1

有収水量率 % 88.8 88.6 0.2

1日 平均配水量
3

m 15,437 15,528 △ 91 △ 0.6

1日 最大配水量 m
3 16,951 17,015 △ 64 △ 0.4

増減率(%)水量 (謂 )年度

5,135,576 0.1H21

△ 1.25,074,266H22

5,018,308 △ 1,1H23

4,931,515 △ 1.7H24

4,894,701 △ 0.7H25

3.35,078,848H26

0.55,105,510H27

△ 0.1H28 5,101,638

△ 1.0H29 5,051,674

△ 0.6H30 5,022,772

△ 0,1Rl 5,019,008
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2.経営の状況

対前年度比平令和元年度 水道ヒ
・
シ
・
ョン

(Rl)伸率(%)増減1構成比(%)構成比(%) 決算額決算額
741,0330.87■5 6,024746,84872.5752,8721.営業収益
738,6105,838 0.87i3744,474750,312 72.3①給水収益

2,423186 7.80,22,3742,560 0.2②その他の営業収益
283.529△ 4.1△ 12,1962971668 28.527.5285,4722.営業外収益

653.8126 0.00.027①受取利息
57,100△ 4.5△ 2,2154.749,53447,319 4.6②他会計補助金

200,0001.219.9 2,408207,71020.2210,118③長期前受金戻入
26,364△ 14.9△ 418903,12.7 32,898281008④雑収益

00.000.00⑤引当金戻入益
△ 100.0 ヽ△ 7,5007,5000.00⑥補助金

00 0.00.003.特別利益
00.000 0.0①過年度損益修正益

1,024,562△ 0.6△ 6,172100.0100.0 1,044,5161,038,344計

対前年度比平成30年度令和元年度 水道ビヅョン

(Rl)伸率(%)構成比(%) 増減決算額構成比(%)決算額
932,8262.622,44092.1863,439885,879 92.81.営業費用
42,0972.51,2445。25.3 49,47850,722①職員給与費

2,76642.624,7852.7251449子合*半

1.3i8 23017,183i817,413手当等
4.73500.87,5107,860 08法定福利費

489,61410,217 2.445.7427,14145.3437,358②経費
△ 16.5△ 3330.20.2 2,0181,685修繕費

66,94120.710,6545.551,4116.562.065委託料(包括:修繕費 |

52,945175:6 91152,2145.653,125委託料(包括:動 力費)

206,988△ 0.3△ 43418413.0 172,130171,696委託料 (包括 :その他 )

△ 24 81,864△ 2,27910.396,2659.893,986委託料 (包括以外)

080.0 33980.0401受水費
8018763.21,6955.752,70554,400 5,7その他

2.8 397,36410,76040.4379,08740,9389,347③減価償却費
2.8 3,2512190.87,7330.87,952④資産減耗費

76,621△ 6.1△ 4,50573,810 7.97.269,3052.営業外費用
76,600△ 5。 47.8 △ 3,97473,1817.269,207①支払利息

21△01 △ 5316290.098②雑支出
19 1,009!44717,935100.0937,249100.0955,184計

,k拘童ヒ
・シ・ヨン(Rl)増減30年度令和元年度

15,115△ 24,107107,26783.160当年度純利益

27,26740,75568,022前年度繰越利益剰余金
△ 30,03551,19821,163その他未処分利益剰余金変動額

△ 26,875199,220172,345当年度未処分利益剰余金

517,96261,998672,749734,747内部留保資金
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収益的収入支出の説明

収益的収支については、収益10億3834万 4千 円に対し、費用9億5518万 4千 円で、収支差引8316万円の

黒字決算となつた。

金 額 説  明科 目

750,312 一般用

特別用

749,999

25

浴場用   288給水収益

21560
消火栓維持管理負担金

督促手数料

935

1,229

手数料   396
その他の営業収益

預金利息 27受取利息 27

47,319
簡水利子繰入金

児童手当繰入金

276

586

閉山炭鉱利子繰入金  46,457
他会計補助金

長期前受金戻入 210,118

国庫補助金戻入

工事負担金戻入

受贈財産評価額戻入

72,305

13.336

11,087

他会計補助金戻入

他会計負担金戻入

106,312

67578

水道料金事務委託料  27,142 行政財産使用料

その他

52

814雑収益 28,008

科 目 金 額 説  明

50,722

給料・報酬

扶養手当

通勤手当

住居手当

引当金繰入額

法定福利費

25,449

858

189

508

3,974

7,860

管理職手当

期末勤勉手当

宿日直手当

時間外勤務手当

児童手当

退職給付費

2

516

6,71

1

635

3,861

職員給与費

1,685
原水一般修理

水源施設管理負担金

４

　

７

３

　

７

庁舎・車両修理   1,074
修繕費

380,872
維持管理業務委託

水質検査委託

77,692

2,833

包括委託

その他

286,886

13,461
委託料

401 受水   401受水費

賃借料

通信運搬費

手数料

ダム管理負担金

424

2,925

2,192

45,522

啓発費

材料費

負担金

その他

333

134

558

2,312

54,400その他

389,847

建物減価償却費

機械及び装置減価償却費

無形固定資産減価償却費

8,858

82,920

431597

構築物減価償却費

工具及び備品減価償却費

247,953

6,519減価償却費

7,952 固定資産除却費  7,948   棚卸資資産消耗費

691207
財政省

地方公共団体金融機構

43,126

25,822

民間等資金   259
支払利息

雑支出 98

(3)



令和元年度 平成30年度 対前年度比 水道ヒ
・
ヅョン

(Rl)
決算額 構成比(%) 決算額 構成比(%) 増減 伸率(%)

1.企業債 278,300 640 172,300 50.1 106,000 6■5 237,890

2.工事負担金 8,195 i9 11,536 3.4 △ 3,341 △ 29.0 12,315

31他会計負担金 6,477 i5 4,021 1.2 2,456 61.1 4,050

4.補助金 142,067 32.6 155,867 45.3 △ 13,800 △ 8.9 111,400

計 435,039 100.0 343,724 100.0 91,315 26.6 365,655

3.建設改良事業等の収支状況 (税込 )

(資本的収入)

(資本的支出)

(資本的収支)

資本的収入支出の説明

(収入 )

(支出 )

(単位 :千円)

(単位 :千 円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

令和元年度 平成30年度 対前年度比 水道ビゾョン
(Rl)

決算額 構成比(%) 決算額 構成比(%) 増減 伸率(%)

1.建設改良費 421,653 62,9 347,772 59.3 73,881 21.2 339,843

①配水設備拡張費 93,194 13.9 128,239 21.9 △ 35,045 △ 27.3

委託料 (包括 :工事費) 52,510 7.8 91,046 15.5 △ 38,536 △ 42.3

委託料 (包括 :その他) 38,839 5.8 35,219 6.0 3,620 10.3

その他 1,345 03 1,974 0.4 △ 129 △ 6.5

②配水設備改良費 318,618 475 174,355 29.7 144,263 82.7

委託料 (包括i工事費) 256,668 38.2 153,678 262 102,990 67.0

委託料 (包括 :その他) 19,184 2.9 19,008 3.2 176 0.9

施設整備費 42,766 6.4 1,669 0.3 41,097 2,46?.4

③営業設備費 9,841 1.5 45,178 7.7 △ 35,337 △ 78.2

委託料 (包括 :工事費) 7,301 1.1 14,321 2.4 △ 7,020 △ 49.0

備品購入費 2,540 0.4 30,857 5.3 △ 28i317 皆増

2.企業債償還金 249,209 37.1 239,101 40.7 10,108 4.2 254,600

計 670,862 100.0 586.873 100.0 83,989 14.3 594,443

令和元年度 30年度 増減 ,k鈍童ヒ`シ・ョン(Rl)

資本的収支不足額 235,823 243,149 △ 7,326 228,788

補填財源
過年度分 0 0 0

当年度分 235,823 243,149 △ 77326

科 目 金 額 説  明

企業債 278,300 財務省 o地方公共団体金融機構  278,300

工事負担金 8,195 工事負担金    2,500 下水道工事に伴う負担金   5,695

他会計負担金 6,476 消火栓新設負担金    6,476

補助金 142,067 国庫補助金 432 他会計補助金  141,635

科 日 金 額 説  明

企業債償還金 249,209
財務省

地方公共団体金融機構

131,333

96,213

民間等資金   21,663
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4.財政の状態

(資産の部)

(負債資本の部)

対前年度比平成30年度令和元年度

比率(%)構成比(%) 増減決算額 構成比(%) 決算額

140,206 1.311,183,378 100.011,323.584 100.0資産合計

0.475.6 32,15375,0 8,457,007有形固定資産 8,489,160

△ 2.51,757,367 15.7 △ 43,5981,713,769 15.1無形固定資産

91.3 △ 11,445 △ 0.190.1 10,214,374

固
定
資
産 計 10,202,929

18.48.1 166,6551,074,674 9.5 908,019現金預金

△ 15,039 △ 26.40.4 56,906 0.5未収金 41,867

0.90.1 354,114 0.0 4,079貯蔵品

00 0.00 0.0短期貸付金

15.78.7 151,6519.9 969,004

流
動
資
産

計 1,120,655

対前年度比平成30年度令和元年度

比率(%)構成比(%) 増減決算額 構成比(%) 決算額

1.3100.0 140,206100.0 11,183,37811,323,584負債資本合計

0.865.3 57,0467,354,071 64.9 7,297,025負債合計

0.519,92833.7 3,790,941 33.93,810,869企業債

3,861 12.431,025 0.3347886 0.3退職給付引当金

0.00.2 00.2 25,14625,146修繕引当金

0.634.4 23,78934.2 3,847,112

固
定
負
債

計 3,870,901

9,163 3.7247,716 2.2256,879 2.3企業債

37.72.1 87,7772.8 233,061未払金 320,838

△ 33.2△ 1,9765,950 0.13,974 0.0引当金

△ 0,80.0 △ 90.0 1,073その他流動負債 1,064

19.594,955487,800 4.4582,755 5.1

流
動
負
債

計

2.748.5 146,58249.2 5,419,203長期前受金 5,565i785

8.5△ 208,280△ 2,457,090 △ 22.0△ 2,665,370 △ 23.6長期前受金累計額

△ 2,126.5 △ 61,69825.6 2,962,113計 2,900,415

繰
延
収
益

2.183,1603,886,353 34.73,969,513 35.1資本合計

1.727.6 51,19827.8 3,091,615資本金 3,142,813

1.727.6 51,19827.8 3,091,6153,142,813

資
本
金 計

0 0.00.60.6 70,790資本剰余金 70,790

4.46.5 31,9626.7 723,948755,910利益剰余金

31,962 4.0794,738 7.1826,700 7.3

剰
余
金

計

円
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水道事業のキヤッシュ・フロー計算書
(単位 :円 )

区    分 令和元年度 平成30年度 対前年度増減額

ュ・フローこよ

当年度純利益

減価償却費
固定資産除却費
減損損失

貸倒引当金の増減額

引当金の増減額

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金
支払利息
固定資産売却損益

過年度損益修正損益(△は増加)

未収金の増減額 (△は増加)

受取手形の増減額 (△ は増加)

たな卸資産の増減額 (△ は増加)

その他流動資産の増減額 (△は増加)

特定収入仮払消費税の調整額

未払金の増減額 (△は減少)

前受金の増減額 (△は減少)

その他流動負債の増減額(△は増加)

小計
利息及び配当金の受取額

83,160,583

389,847,298

7,947,864

0

△ 7,879

1,885,000

△ 210,117,679

△ 26,680

69,207,275

0

0

13,343,926

0

△ 34,186

0

△ 8,125,968

△ 781,609

0

△ 9,150

107,266,981

379,086,774

7,531,625

0

116,197

1,465,294

△ 207,7101368

△ 25,556

73,181,046

0

0

△ 428,697

0

207,730

0

△ 12,624,072

34,697,331

0

25,760

△ 24,106,398

10,760,524

416,239

0

△ 124,076

419,706

△ 2,407.311

△ 1,124

△ 3,973,771

0

0

13,772,623

0

△ 241,916

0

4,498,104

△ 35,478,940

0

△ 34,910

346,288,795

26,680

△ 69,207,275

382,790,045

25,556

△ 73,181,046

△ 36,501,250

1,124

3,973,771

ュ・フロー|
277,108,200 309,634,555 △ 32,526,355

ュ・フロー

有形固定資産の取得による支出
有形固定資産の売却による収入
無形固定資産の取得による支出

無形固定資産の売却による収入

有価証券の取得による支出

有価証券の売却による収入

貸付けによる支出

貸付金の回収による収入

国庫補助金等による収入
一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

寄附金による収入

負担金による収入

0

0

0

0

0

0

0

432,000

145,792,928

0

12,022,600

0

△ 297,791,259

0

0

0

0

0

0

0

13,333,000

138,375,886

0

16,318,892

0

△ 318,471,983

0

20,680,724

0

0

0

0

0

0

0

△ 12,901,000

7,417,042

0

△ 4,296,292

0

△ 139,543,731 △ 150,444,205 10,900,474
活 ュ・フロー

動によ ュ・フロー

壌 考着推めの企業仰 こよる収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

その他の企業債による収入

その他の企業償の償還による支出

建設改良費等の財源に充てるための他会計借入金による収入

建設改良費等の財源に充てるための他会計借入金の償還による支出

その他め他会計借入金による収入

その他の他会計借入金の償還による支出

他会計からの出資による収入

リース の よる

0

0

278,300,000

△ 249,209,059

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

172,300,000

△ 239,100,846

0

0

0

0

0

0

0

0

,     0

0

0

106,000,000

△ 10,108,213

0

0

0

0

0

0

0

0

29,090,941 △ 66,800,846 95,891,787
財務活動によるキヤッシュ・フロー

166,655!410 92,389,504 74,265,906

908,018,753 815,629,249 92,389,504

資金期末残高 1,074,674,163 908,018,753 166,655,410
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水道事業の主な経営指標

区  分 単位 Rl年度 H30年度 H29年度 類似団体

1.事業の概要

普 及 率 % 95.8 95.8 95.7 77.6

1人 1日 平均有収水量
リッ
ト,レ 276 274 272 303

有形固定資産減価償却率 0/o 43.6 42.4 41.1 46.3

2.施設の効率性

有収水量率 % 88,8 88.6 88.0 88.2

配水負荷率 % 91,1 91.3 91.4 87.8

施設利用率 % 66.5 69.3 70.2 58i3

最大稼働率 0/o 73.1 76,0 76.9 66.5

配水管使用効率 浦/m 12,7 12.9 1 3. 1 21.3

固定資産使用効率 ポ/万円 6.7 6.7 6.8 7.1

3.経営の効率性

総収支比率 0/o 108,7 111.4 112,4 113,7

経常収支比率 % 108,7 11■ 4 112.4 113.9

繰入金比率 (収益的収入)
0/o 4.6 4.8 5,0 i4

給水収益に占める割合

うち企業債利息 0/o 9.2 9.8 10,3 5.9

うち減価償却費 0/0 52,0 50.9 49.7 45.3

供給単価 円 149,49 148.22 147.32 137.02

給水原価 円 148.45 145.25 141.5 129.84

料金回収率 % 100,7 102.0 1 04. 1 105.5

4.財務の状況

流動比率
0/o 192,3 198.6 197i7 386.3

当座比率 % 191.6 197.8 196.7 362.2

自己資本構成比率 % 60.7 61,0 60.9 74.5

固定資産対長期資本比率 0/o 95.0 95.5 96,0 89,4
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給水人口 主な水源 経常収支比率 累積欠損金比率 不良債務比率

49,717 地下水・河川水 108.7

水道事業の経営指標 (令和元年度決算)

O本市の経営状況と類型区分(令和元年度末現在)

・給水人口区分 5万人以上10万 人未満(平成30年度実績)

・類回平均は、30年度決算数値により総務省が算出した指標を用いた。

1事業の概要

(1)普及率(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

95.8 95.8 77.6

《算式》普及率=給水人口■行政区域内人口

《説明》市域内での水道の使用割合(普及)をみるもの。

《分析結果》荒尾市の水道普及率は、類似団体平均を上回つており、ほとんどの市民が水道の供給を受けてい

る状況である。

(2)1人 1日 平均有収水量 (イ比/人/日 )

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

276 274 303

《算式》平均有収水量=1日 平均有収水量■給水人口

《説明》給水人口1人 1日 当たりの水の使用量を表すもの。

《分析結果》 1人 1日 当たりの有収水量は276イ iである。前年度より2ポイント増加したが、類似団体平均は下回つ

ている。
節水型社会への移行、節水意識の向上及び大口使用者の使用抑制が要因と考えられる。

(3)有形回定資産減価償却率 (0/o)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

43.6 42.4 46.3

《算式》若形固定資産減価償却率=有形固定資産減価償却累計額■償却対象資産の帳簿原価 X100

《説明》資産の減価償却済の割合を示すもので、減価償却の進み具合や資産の経過年数を知ることができ、施

設更新、修繕等の必要性を把握し、施設管理の一層効果的な運用を図るための判断材料として活用できる。

《分析結果》類似団体平均を下回つているが、近年Lヒ率は上昇傾向にある。施設整備計画の策定等を実施し、

施設の更新計画を立てる必要がある。
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2施設の効率性

水道事業は施設型の事業であり、適切な投資が行われているか否かが経営を左右することになる。投資が適

切であるか否かは、施設の効率性を分析することにより判断することができる。

(1)有収水量率(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

88.8 88.6 88.2

《算式》有収水量率=年間総有収水量■年間総配水量x100                  .

《説明》西己水量に対して料金収入の対象となつた水量の割合を示すもの。

《分析結果》前年度から0.2ポイント増加し、類似団体平均を0.6ポイント上回つているものの、高い数字とは言え

ない。
100%を下回うている要因の多くは漏水であると考えられ、引き続き老朽管の更新や適性な維持管理による漏水

防止対策を進めていく必要がある。    '

(2)配水負荷率(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

91.1 91.3 87.8

《算式》配水負荷率=1日 平均配水量■1日 最大配水量X100               ,

《説明》施設が年間を通して有効に利用されているかをみる指標。この比率が高いほど施設の効率性がよい。

即ち100%に近いほど、施設が平均的に稼動していることを示す。

《分析結果》前年度より0.2ポイント下がつたが、類似団体平均を上回つており、施設は概ね効率的に利用されて

いる。今後は人口減少により水需要の減少が予想されるためt水道施設の統廃合等を視野に入れた効率的な肇
備の検討が必要である。

(3)施設利用率 (0/o)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

66.5 69.3 58.3

《算式》施設利用率=1日 平均配水量■1日配水能力X100

1日 配水能力(Rl年度)23,200謂

《説明》施設の利用が有効かつ適切に行われているかをみる指標。この比率が高いことは、施設の規模が適正

であり施設が効率よく稼動していることを示す。

柳 制職蟹践翌絡繊鍋ゥ騨朋紬聯謎ぽ路鰯酷
の統廃合等を視野に入れた効率的な整備の検討が必要である。

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

73.1 76.0 66.5

(4)最大稼働率 (0/o)
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《算式》最大稼動率差1日 最大配水量■1日 配水能力 X100

《説明》施設の利用及び投資の適正化をみる指標。この比率が高いことは、一般に施設能力の設定が水需要

に照らし適正になされていることを示す。

《分析結果》前年度から二9ポイント減少しているものの1類似団体平均を上回つており、概ね施設能力の設定が

適正であると考えられる。今後は水道施設の稼働率が下がることが予想されるため引き続き留意が必要である。

(5)配水管使用効率 (謂/m)

荒尾市 類回平均

Rl年度 H30年度 H30年度

12.7 1219 21.3

《算式》配水管使用効率=年間総配水量■導送配水管延長

導送配水管延長(Rl年度)444,400m

《説明》導・送甲配水管の布設延長に対する年F口月画己水量の割合をみる指標で、給水区域の人口密度によつて影

響を受け、この数値が高いことは一般的に綸水人口密度が高いと考えられる。

期覇懇鑑解鴬爛陥潔鞘漱脇 &な能翻識躍務だ亀
正な数値だと考えられる。

(6)固定資産使用効率 (ボ/万円)

荒尾市 類回平均

Rl年度 H30年度 H30年度

6.7 6.7 7.1

《算式》固定資産使用効率=年間総配水量■有形固定資産

《説明》有形固定資産に対する年間配水量の割合を見る指標で、‐般的にこの数値が高いことは施設が効率

的に使用されていることを示す。

縦睦季大舗鷲と跳ξ超冊鋪ぐ鞘繁聰陶脇罫息k輩鯉 乳古鵡 、33
続き適正な施設規模を検討する必要がある。

3経営の効率性

(1)総収支比率(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

108.7 111.4 113,7

《算式》総収支比率=総収益■総費用挙100,

《説明》損益収支の均衡度を収益対費用の関係で表した指標で、1000/oを 超え、かつ高い1訴ど経営成績は良好

といえる

解隧爾解ずt縣!潔縄 イ雄鮎脇遜帷茉課謝辞繹籠幾どが継輔
だけでなく、料金改定等の検討も必要である。
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(2)経常収支比率(%)

荒尾市 類団平均

氏1年度 H30年度 H30年度

108.7 111.4 113.9

《算式》経常収支率=(営業収益+営業外収益)■ (営業費用+営業外費用)X100

《説明》特別損益を除く経常的な収支を示した指標であり、100%を超えて、かつ高いほど経営成績は良好とい

える。

《分析結果》総J又支比率と同様、費用の増加により前年度か
2鶴 日絵整計ゼな盤 要整箪な震蚤奪いるが、施設、管路の老朽化に伴い年々修繕費が増加

必要である。

(3)繰入金比率 (J又益的収入)(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

4.6 4.8 1.4

《算式》繰入金比率=他会計繰入金合計(収益)■ 収益的収入 X100

《説明》一般会計からの繰入金依存度をみるもので、規模の小さい事業体ほど高い傾向を示す。

《分析結果》類似団体平均を上回つているが、閉山炭鉱利子償還相当分及び基準内繰入によるもので、財源の

有効活用が図られている。

(4)給水収益に対する企業債利息の害l合 (%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

9.2 9.8 5.9

雛躍陶理護楚撃締羅建撒務ぞ縣踏籍話雛鍛訴魏I甥殻 監`

始 指瀞 絲 II墓識g魚報 基葎忍艦 識 盤 臨 錢髯叉篭基
改定等の検討が必要である。
(5)給水収益に対する減価償却費の割合(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

52.0 50.9 45,3

《算式》給水収益に対する減価償却費の割合=減 l面償却費■給水収益 X100

《説明》減価償却費を給水収益でどの程度賄つているかを示した指標である。

解 羅兵展益
年
后織aどギ慧鍼 犯Йギ堅鶏訣峯勇

均も上回つている。今後も老朽管更新手事などの襟資

の検討が必要である。
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水量

《説明》有収水量1耐当たりの給水に要する費用

筆鮒融聖乗獣 解解 ま遭需甲ξ薯疑建鍵建許て詮義≦亀絶し面穆建鍵尋尊撃務亀弼蜀證箋義狼勇辰箋ぶぁ
る。

(6)供給単価 (円 /謂 )

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

149.49 148.22 137.02

《算式》供給単価=給水収益■年間総有収水量

《説明》有収水量1謂当たりの給水収益(売価)を示す。

《分析結果》水1浦当たりの売価が類似団体平均より高くなつているが、給水原価、料金回収率とあわせてみる

と、料金水準は高くない状況である。

(7)給水原価 (円 /謂 )

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

148145 145.25 129.84

《算式》給水原価 =〔経常費用―(受託工事費+材料及び不用品売却原価)一 長期前受金戻入〕■年間総有収

(3)料金回収率 (0/o)

荒尾市 類団平均

R可 年度 H30年度 H30年度

100.7 102.0 105.5

剛 鎚 器 豊熙 雲驚 褒 譜
料金回収率お肖∞%を割り込むこコよ、給湘 こ要する費

味する。

《分析結果》年々料金回収率が低下している。指数は100%を超えているが、適正な回収率を維持するため料

金改定等の検討が必要である。

4財務の状況

(1)流動比率(%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

192.3 198.6 386.3

《算式》流動比率=流動資産■流動負債 X100

《説明》短期債務に対する支払能力をみるもので、100%以上が望ましい。

絲禦脱靴制瓢斃跳、誓!甥盤 私脇確暴鶴鰐議
意が必要である。
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《算式》曇座比率=〔現金預金+(未収金一貸倒引当金)〕 ■流動負債X100

《説明》支払義務として流動負債に対する支払手段としての当座比率(流動資産のうち、現金・預金、換金性の

高い未収金等)の割合を示すもので、短期債務に対する支払能力をみる指標。この指標で支払能力をみる場合

は、単に数字の大小のみならず、当座資産の大小か流動負債の大小かを確認することが大切である。

《分析結果》類似団体平均よりも下回つているが、1000/oは超えているため当面の支払能力には全く問題はな

い。流動比率の結果と同様、企業債の借入が増える見込みのため留意が必要である。

(2)当座比率 (酸性試験比率ともいう)(0/o)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

191.6 197.8 362.2

(3)自 己資本構成比率 (%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年度 H30年度

60,7 61.2 74.5

(4)固定資産対長期資本比率 (%)

荒尾市 類団平均

Rl年度 H30年 度 H30年度

95.0 95.5 89.4

《算式》自己資本構成比率=(資本金+剰余金+繰延収益)■ 負債資本合計X100

《説明》総資本に占める自己資本の割合を示す指標である。水道事業は施設の建設賢の大部分を企業慣に

よって調達していることから、自己資本構成比率は低いものにならざるを得ないが、事業の安定化を図るために

は自己資本の造成が必要である。また、自己資本は、負債とは異なり原則として返済する必要がない資本であ

な 黎 赳 席 :む繹 鵜 通温 翻 儲 看 暇 婚 話 諮 盤 薔 暫 檄 鑓 黎 靴 建成

の内容まで留意する必要がある。

《分析結果》類団体平均を下回つているが、望ましいといわれる500/oを上回つており、自立性が高く安定した財

政状態である。今後も引き続き、利益剰余金を原資とし々 資本造成に努めることが必要である。

禦祢、野認 饂 。需輩詔醍認誼騨 郡箪瘤軽鶏 留解
よつて調達されていることを示し、不良債務発生の原因となる。 .

↓亀罪年尋まり塔厭雷採挙奮」ぜ否鞘 琶娼盗縄
00°/°以下で事業の安全性は確保されているが、若干高
Fの固定資産調達が若干低いということが考えられるた

め、今後の推移に注意を払う必要がある。
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